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キキは四回宙返りをするべきか，やめるべきか!?
－ 評価問題を活用し，根拠を明確にして自分の考えを書く力の定着を図る中学校国語科の授業改善 －

国語科の学習指導を通して身に付けた資質・能力を的確に評価することは，教師にとって指導の改善につ

ながるとともに，生徒にとって学習を振り返り，次の学びに向かう手がかりとなる。そこで，評価問題を活

用し，根拠を明確にして自分の考えを書く力の定着を図った中学校国語科の授業改善の進め方を提案する。

【「空中ブランコ乗りのキキ」（三省堂中学校１年 作者 別役 実）のあらすじ）】

空中ブランコで三回宙返りをしているキキはサーカスの人気者。けれど，キキは，い

つも不安な気持ちを抱えている。いつか誰かが三回宙返りを成功したら，自分の価値が

なくなることが心配で，キキは休みの日は四回宙返りにチャレンジしている。けれど練

習でも一度も成功したことがない。すると，ある日，金星サーカスのピピが三回宙返り

をしたという知らせをキキが耳にした。練習で一度も成功したことがないまま，キキは

四回宙返りにチャレンジする決意をする。キキの前に現れたおばあさん

からもらった薬を飲んで四回転宙返りにチャレンジするキキ。そして，

四回宙返りを見事成功させるが，キキの姿はすでになく，翌朝，サーカ

スのテントに大きな白い鳥が一羽とまっていた。

１ はじめに

本年度の全国学力・学習状況調査の結果から，国語科の課題の一つに「文章の構成や展開，

表現の仕方について，自分の考えをもつこと」が挙げられている。このような課題に対応する

ためには，育成すべき資質・能力を明確にし，国語科の指導を通してその資質・能力がどの程

度定着したのかを的確に評価するための授業改善が一層求められている。そこで，国語科の資

質・能力の育成を目指し，評価問題を活用しながら，根拠を明確にして自分の考えを書く力の

確実な定着を図った中学校国語科の授業改善の進め方について提案する。

２ 「考えの形成」に関する指導の充実

今，国語科の学習において，実生活に生きて働く確かな国語の能力を確実に身に付けさせる

ために「考えの形成」を図る指導の充実が求められ，学習指導要領に示す全ての領域の指導事

項に「考えの形成」が位置付けられることになった。そこで，今回は「考えの形成」を図るた

めに根拠を明確にして意見文を書く言語活動を位置付けた実践事例と評価問題の活用の仕方を

紹介する。

本事例は，空中ブランコに乗るサーカスの人気者キキが，一度も成功したことがない「四回

宙返りに挑戦するべきか，やめるべきか。」について描いた文学的文章を読み，自分の考えを

伝える意見文を書く学習の単元である。根拠を明確にして書く力の定着を図るために，意見文

を推敲する際に，指導計画の展開部分に評価問題を位置付けて指導の充実を図ることにした。
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２ 「学習指導」と「学習評価」の一体化

学習評価を行うことの意義は，教師の指導改善につながると同時に生徒にとって学習改善に

つながることである。評価問題の活用についても考え方は同一である。学期末や学年末に総括

的に評価し，評定を付ける目的のためだけにペーパーテストによる評価問題を活用するのでは

なく，生徒に身に付けさせたい資質・能力を補充したり，定着を図ったりするために更に活用

の仕方を工夫するべきである。例えば，単元の導入で評価問題を活用すると既習事項の定着状

況を診断することができるし，また，単元の展開や終末で評価問題を活用すると学習内容の定

着の状況を把握することもできる。生徒の視点から捉えれば，当該単元で必要な資質・能力は

どのような力であるのか，身に付けた力をどのように発揮すればよいのか単元の学習内容と関

連付けることができるようになる。

３ 根拠を明確にして自分の考えを書く（意見文）単元に評価問題を位置付けた指導計画の例

以下，単元の展開部分に評価問題を位置付け，学習内容の定着を図る指導計画の例を示す。

過程 学 習 活 動 時間 指導・援助の留意点

導 １ 見通しをもち，学習の進め方を理 ・ 学習計画を示し，

解し，単元を通じて身に付けるべき １ 学習の動機付けを行う。

入 力を明確にする。

２ 自分の考えを明確にした意見文を ２ ・ 生徒が，文章中の表現を手掛かりにして

書くために，登場人物の心情や行動 意見文を書くために必要な言葉を，根拠と

の変化や生き方を捉えさせる。 して的確に捉えさせる。

３ 主人公キキの生き方について考え １ ・ キキの生き方について，自分の考えを明

展 自分の考えや気持ちを根拠を明確に 確に伝える意見文を200字程度で書かせる。

意見文を書くときに必要となる書く力を して，意見文にまとめる。 意見文のテーマ

評価問題を通して補充し，本単元の言語活 ４ 評価問題の活用 １ キキは 四回宙返りを

動の実現に生かせるようにする。 「カラー柔道着の着用」に関する するべきか やめるべきか

意見文のモデル 投稿Ａと投稿Ｂの意見文を比較し ・ 互いの考えを交流し共有を図る。

ながら評価問題に取り組む。 ・ 評価問題を通して，考えを支える根拠と

５ 評価問題を通して，意見文の見直 の関連を見付けさせ推敲の観点とする。

開 しを行い推敲（補足・修正）する。 ・ 設問を通して意見文を推敲する際の観点

自分の立場を明確 １ を見付けさせる。

にして意見文を書く 観点① 文章の構成の仕方

には，どのように書 観点② 接続語の使い方

けばいいかな。 観点③ 引用の方法や効果

終 ６ 四回宙返りをして姿を消したキキ 観点④ 反論への想定

と白い鳥について考え，キキの生き ・ 物語を読みながら，人間や社会，生き方

末 方に対する自分の考えをまとめる。 に対する自分の考えを深めさせる。

中学校１年 『空中ブランコ乗りのキキ』 単元指導計画例（全６時間）

「空中ブランコ乗りのキキ」の生き方について，他の登場人物と

比較しながら自分の考えを明確にして，意見文を交流しよう。

（領域：「読むこと」「書くこと」)
（言語活動：「意見文を書く」)
(1)単 元 名 自分をみつめる
『空中ブランコ乗りのキ

キ』を読み，他の登場人物と
比較しながらキキの生き方に
ついて，自分の考えを書く。
(2)単元の目標
・ キキの心情の変化や生き
方を捉えながら，人間や社
会，生き方に対する自分の
考え方を広げたり，深めた
りすることができる。

(C 読むこと ｵ)
・ 「キキは四回宙返りをす
るべきか，やめるべきか」
について，自分の考えを根
拠を明確にして書くことが
できる。（Ｂ 書くこと ウ）
・ 意見と根拠との関係に注
意し，文章の構成や展開を
考えて説得力のある意見文
を書くことができる。

（Ｂ 書くこと イ）

私は，キキは四回宙返りをする
べきだと思います。なぜなら，
キキは単に人々の拍手や人気の
ためだけで跳ぶわけではないと
考えるからです。
また，誰もできない宙返りを

することはキキにとって生きが
いであり，自分の存在や価値を
実感することだからです。
もしも，ここで四回宙返りに

挑まなければ，本来の自分の姿
を見失い，キキはこれから先も
ずっと後悔をして苦しむことに
なるでしょう。
だから，一回限りでも私は跳ぶ

べきだと思います。



４ 根拠を明確にして自分の考えを書く（意見文）単元に位置付けた評価問題の例
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。
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。

◆ 問１の解答例 引用
「知識及び技能」の（2）情報の扱い方に関する事項
情報の整理のイ
比較や分類，関係付けなどの情報の整理の仕方，引用の

仕方や出典の示し方について理解を深め，それらを使うこと。

◆ 問２ 解答例 ウ
「知識及び技能」の（2）情報の扱い方に関する事項
情報と情報の関係に関する事項
原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係に

ついて理解すること。
◆ 問３ 解答例
相撲は，江戸時代の勧進相撲の延長にあり，興業と

して発達したものであるが，柔道は武道である。また，
武道には,観客に見栄えをよくするという伝統はない
のである。（77字）
「思考力，判断力，表現力等」のＢ書くことのイ
書く内容の中心が明確になるように，段落の役割など
を意識して文章の構成や展開を考えること。

【この問題を使って身に付けさせる意見文の書き方】

① 自分の考え（立場）を明確にして結論を繰り返す。
② 相手の考え（反論）を想定して自分の考えを述べる。
③ 段落を設けて，自分の考えを述べる。（５文程度）

各設問の解答例とねらい

② まわしと柔道着の色の違い

（相撲）

まわしには，本来定まった色がない。

（幕下以下のまわしは，黒か紺，十両以

上のけいこまわしは白と決まっている。）

（柔道）

柔道着は，白と定められていた。

「清浄さ」のような象徴的な意味ももたされている。

反論メモ②

① 相撲と柔道の違い

（相撲）

現在の相撲は，江戸時代の勧進相撲の延長にある。

もともと興業として発達した。観客を喜ばせるために

さまざまな工夫をしてきた。

（柔道）

柔道は，武道である。観客に対して

見栄えをよくするということは，伝統

にはない。

反論メモ①



５ 評価問題を活用後に推敲し，身に付けた力を発揮して言語活動を実現した生徒の意見文

次は，同じ生徒がテーマ「キキは四回宙返りをするべきか，やめるべきか」について記述した意

見文である。二つの意見文を推敲する前と後で比較すると，評価問題を通して補充した書く力を発

揮して，根拠を明確にし，文章構成を整えた意見文を書けるようになった姿を見取ることができる。

【推敲前の意見文】 【推敲後に書き直した意見文】

６ 評価問題の工夫・活用と目的やねらいの共有

生徒が身に付けた資質・能力を的確に把握するためには，国語科の特質や評価の観点，ねらいに応

じて多様な評価方法の導入や工夫が求められる。もちろん，評価問題はあくまでも評価方法の一つで

あり，測定できるのは学力の特定の一部分であることには留意しなければならない。しかし，従前，

学期末や単元末に行われていた知識や技能の再生に偏りがちであったペーパーテストの評価問題には

改善の余地があるし，評価問題の活用の仕方を工夫すれば授業改善を図ることも可能であることに留

意するべきである。今後，評価問題の中に，例えば，「知識・技能」の観点については，言語につい

ての事実的な知識の習得を問う問題だけではなく，概念的な理解を問う問題の導入も求められる。ま

た，「思考・判断・表現」の観点については，全国学力・学習状況調査で示されている知識とその活

用を一体的に問うような評価問題の開発も求められる。具体的には，日常生活や社会生活の場面を想

定した評価問題の工夫である。国語科においては，身近にある新聞やポスターを題材にした問題や話

合いや討論，インタビュー等の言語活動の場面を取り上げた評価問題を意図的，計画的に活用する必

要がある。また，このように評価問題を活用する時やその結果をフィードバックする時には，観点別

学習状況の評価のどの観点について，どのような国語科の資質・能力を評価するための問題であるか

について，その目的やねらいを生徒と共有することも大切である。評価問題の目的やねらいを共有す

ることは，生徒にとって学びの意義や価値が明確になり，自らの学習の調整を図る契機につながるこ

とも期待されている。さらに，知識とその活用を一体的に問うような評価問題を活用する際，その全

てを自作問題で対応することは容易なことではない。そこで，鹿児島学習定着度調査でこれまでに出

題された活用に関する評価問題や，「かごしま学力向上支援Webシステム」に掲載されている評価問

題を学習内容に応じて活用することも対応策の一つである。今後，評価問題の多様な活用方法を工夫

することにより，中学校国語科の授業改善とともに生徒の学習改善が進み，国語科の資質・能力の育

成につながることを期待している。
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